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〔研 究 業 績〕
1. 酵素固定化を応用 した機能性医用材料の開発
























2. 好酸球の分化 ･増殖因子 について










ロニー中5-10%であったのに比し1-2%であった｡ ㊥ 形態 :既報は分散型で本コロニーはコンパクト型｡





した.(勤 ゲルi戸過にて分子量2-5万の所に分画された (ただし他の血球系 CSF もほとんど全てこの分画に
来る)0③ イオン交換樹脂により活性が2ヶ所に分離された｡





3. 線維芽細胞 における性ステロイ ドレセプター分化 とコラーゲ ン代謝応答
病理学部門 細 川 昌 則,石 井 正 治































Androgen † NR I NR
Estrogen I NR I NR
Progeslin I NR NR NR
corlicoid I I NR NR






































































プラズマ抗体の上昇は認められず, マイコプラズマ感染症とは異なる機序により出現すると考え られた｡ 又,
CHA の価は,病状の消長と連動して変化し,炎症の成因と密接に関係 していることが想定された｡CHA の上











応するBリンパ球の subsetが局所に動員されたなどの可能性が考えられた｡以上 DPB においては,invivo,
invitroにおいて,B7)ンパ球の機能に変調がみられることが証明され,DPBの成因を考える上で示唆的な所見
であると考えられた｡
7. NaturalKiller-Ⅰnterferon 系 :腫療監視機構 における役割
細菌血清学部門 湊 長 博
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(1) ヌードマウスはそのT細胞機能欠損の故にある種の鹿痔を容易に受けいれ,腰痛死に至るが,そのような







秦 (T･B 細胞,マクロファージ,好中球など)とは異り.NK 細胞と確認された｡
(4) invivo及び invitroで,ウイルス PI腫痔の接種あるいは接触により,NK活性は著しく増強されるが,
これは一義的に IFNによって介在されており,IFN は主たる NR細胞制御因子として生体内で働いている
(NK-IFN 系)｡







〔特 別 耕 演〕
開発途上国における結核問題 と日本の役割
























ⅠⅠ 第1回 京 都 呼 吸 器 疾 患 シ ンポ ジ ウム (昭和56年 7月4日･5日,京都平安会館)
主腐 l. 薬物性肺臓炎 座長 :前川暢夫,司会 :泉 孝英
〔話題提供〕 本間行彦 (北大-内),角坂育英 (千葉大肺癌研),佐藤 勝 (慶応大内科),近藤有好 (薪潟大
二内),佐藤蔦彦 (浜松医大二内),杉浦孝彦 (名市大二内),立花時夫 (大阪府立病院),李 龍植 (国療近
畿中央病院),山本益也 (大阪市大-内),前里和夫 (関電病院),松島敏春 (川崎医大内科)
〔総括討論〕 田村昌士 (岩手医大)
主題 2. 放射線肺炎 座長 :大島駿作,司会 :中西通泰
〔話題提供〕 大和田和弘 (東北大抗研),河村-太 (東京医大外科),稲富恵子 (順天堂大内科),佐藤 勝 (慶
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内 科 学 第 一 部 門


















前川暢夫,久世文事,桜井信男 :非定型抗酸菌の諸種薬剤に対する感受性,ST 合剤と Cephem 系抗生物質
に対する感受性,同
2. 膿 嬢




波多 信,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :高 Ca血症を呈した原発肺癌 8
例の検討,同
金 栄治,衡前 隆,坂本広子,波多 信,李 英徹,石原享介,梅田文一,岩崎博信,中井準,庄村東洋,
吉栖正之 :肺過誤腫 6例の臨床検討,同
石原享介,金 栄治,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準他 :pulmonaryblastomaの1例,
第35回日本肺癌学会関西支部会 (昭56.7)





















中西通泰,前川暢夫,川合 満,倉沢卓也,西山秀樹,坂東憲司,久世文事 :呼吸器の P･aeruginova感染症
の治療,第29回日本化学療法学会西日本支部総会 (昭56.ll)




前川場夫,中西通泰,稲葉宣雄,賀戸重允,倉沢卓也, 内平文章, 中川圭一他 (共同研究)(呼吸器感染症に



















川合 満,倉沢卓也,前川暢夫,伊藤 隆,戸谷康信,高納修 :副腎皮質ステロイド療法中に発症した肺結核
症例の検討,第31回日本アレルギー学会総会 (昭56.10)













亀崎 洋,古川裕夫,勝山和明他 :皮膚鎮痛を伴った SLE の1例,同
梅田文一,中井 準,内田博也,山田栄一,東 郁夫,松本秀敏,宮崎吉平 :慢性閉塞性肺患に伴う刀翰型気
管症の1剖例,気管,肺所見を中心に,第17回日本胸部疾患学会近畿地方会 (昭56.6)
牛田伸一,前原敬悟,米津構文,大久保況 :インコ飼育者にみられた過敏性肺臓炎の1例,同


























竹内吉喜,池 修,カレッド･レシャード,藤尾 彰,北野司久,岩田猛邦 :最近経験した左肺菓間の気管
支嚢胞の1手術例,同
昭和57.3 - 13-




山鳥英世,木下和之,池田宣昭 :存管支内異物の1例 :第36回国立病院療養所総合医学会 (昭46.10)


















佐藤明正,本宮 覚,庄村東洋,中井 準,吉栖正之,束村道雄 :肺病巣から分離したナイアシンテスト陽性
のM職cobacterium avium ･Mycobacterium intracelularecomplexについて,結核,56:531-534､1981.
2. 感染症の化学療法
前川暢夫,中西通泰,稲葉宣雄,小田芳郎, 中川圭一郎 (共同研究):呼吸器感染症に対する Cefoperazone
(T11551)と Cefazolin (CEZ)の二重盲検法による薬効比較試験成績 (第 2報),感染症学雑誌,54:798-835,
1980.
前川暢夫,中西通泰,桐谷良一,望月吉郎,賀戸重充,長谷光雄,稲葉宣雄,小田芳郎,内平文章,北本 治











- 14- 京大胸部研紀要 第15巻 第 1,2号
3. 気管支嶋息
川合 満,南野正隆,吉見輝也,中西通泰,前川暢夫 :気管支嶋息患者に対する TriamcinoloneAcetomide
の治療効果とその副腎皮質機能に及ぼす影響,臨床と研究,58:3787-3793,1981.
前川暢夫,川合 満,松原恒雄,種田和清,浜田朝夫,他 (共同研究):TA-073 の臨床評価,頓用による
Terbutalinesulfateとの多施設二重盲検試験成績,医学のあゆみ,116:726-739,1981.
4. 心 身 医 学










前川暢夫,川合 満,今井節朗,東向一郎,江部康二,武田隆男,長岡 滋他 (共同研究):非ステロイド性
抗炎症剤 Fentiazacの急性上気道炎に対する薬効についての検討,Ibuprofenを対照とした二重盲検臨床試験成
績,臨床評価,8:757-788,1980.








金城 明,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝,牛田仲-,倉沢卓也 :縦隔海綿状血管腫の1例,同,
13:74-80,1980.


















有馬弘毅,今井節朗,川口 カ,川合 満他 (京都府医師会):自動車排気ガス等による環境汚染影響調査報告,
1980.






波多 信,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :インコ飼育者にみられたびまん
性肺疾患の1例,同.









藤本意弘 :放射線肺炎について,第 1回京都呼吸器疾患シンポジウム (昭56.7)
岩田猛邦,田口善夫,望月吾郎,桐谷良一,種田和清,松原恒雄他 :原発性肺病の放射線治療による末栴血好
酸球の動向と放射線肺臓炎との関連,同.
石原享介,井上圭介,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準他 :Pulmonaryblostomaの1例,
第20回兵庫県癌懇話会,(昭56.6)
森上千波,千田道雄,吉田輝夫,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一, 中井 準他 :BAI
と放射線治療併用により縮少効果がみられた肺癌 2症例,同.
倉沢卓也,武藤 真,村山尚子,桜井信男,坂東憲司,西山秀樹,川合 溝,久世文事, 中西通泰,前川暢
夫 :気管支鏡下 Bleomycin(BLM)局注後,啄血死した3症例の臨床的検討,第4回日本気管支研究会総会 (昭
56.7)
倉沢卓也,武藤 真,村山尚子,桜井信男,坂東憲司,西山秀樹,川合 満,久世文事, 中西通泰,前川暢
夫 :左主気管支の広汎な狭窄を来たした気管支結核症の1例,第17回近畿気管支鏡懇話会 (昭56･12)
前川暢夫,中西通泰 :T-1982研究会 (昭56.3)




中西通泰 :気管支拡張症の病因,京都医師会,京都胸部医会学術講演会 (昭56 )
中西通泰 :胸部平面写真と Anamnesis,第23回近畿逓信診療放射線技術部会総会 (昭59.9)
中西通泰 :気管支拡張症,浜松市医師会 (昭56. )
中西通泰 :呼吸器感染症と最近の抗生剤,大和高田市医師会 (昭46･11)
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中西通泰 :呼吸器感染症に対するペングローブの臨床的換討,ペングローブ研究会 (昭56.ll)
川合 満 :アレルギー外来の持ち方,第31回アレルギー同好会 (56.1)
川合 満 :気管支鴨息に関する最近の知見,ことに治療法を中心に,京都医師会 (昭56.7)
川合 満 :気管支鴨息に関する最近の知見,和気医師会 (昭56.8)
川合 満 :気管支嘱息に関する最近の話題,治療法を中心として,呉内科医会 (昭56.10)
川合 満 :気管支嘱息,病因と治療,松本医師会 (昭56.ll)










内 科 学 第 二 部 門
〔著書,分担執筆〕
泉 孝英 :4章 呼吸器疾患の病態生理,内野治人編,病態生理よりみた内科学.p･279-390,金芳堂,京都,
1981.




泉 孝英,本田和徳,北市正則,満安清孝,藤村直樹 :サルコイ ドー シス.内科,47(2):236-242,1981.
泉 孝英,平田健雄,藤村直樹 :間質性肺炎と免疫,医学と薬学.6(4):845-850,1981.
泉 孝英,本田和徳,藤村直樹,節原順一,伊藤春海,藤堂義郎 :肺サルコイ ドー シス. 医学のあゆみ,117
(9):650-658,1981.
泉 孝英,藤村直樹 :サルコイドー シスにおける免疫機構.臨床医,7(8):1819-1821,1981.
泉 孝英,藤村直樹,長井苑子,黒住真史 :サルコイ ドー シスにおける免疫異常,モダンメディア,27(10):
543-554,1981.





木野稔也,泉 孝英,大島駿作,中村正義,乾 修然,渡辺広子,舟木君江,小明今日子 :塵肺患者における
Ⅰ型アレルギー (IgE 抗体)の検出について,日本胸部臨床,40(10):826-835,昭56.




relation topostoperativesurvivalin primary lung cancer.Human Pathol.12(ll)‥1000-1005,1981.
満安清孝,大島駿作 :健康者及び各種呼吸器疾患者における血清 α1アンチトリプシン (αlAT)に関する研
究,京大胸部研紀要,14(12):15-21,1981.
川上一郎,堺 幹太,早川道雄,沢野哲重,古田睦広,船木康申,楠本秀和,大島駿作,泉 孝英,門 政男,
北市正則 :Schizophylan の癌性胸膜炎に対する効果 (特に細胞学的変化)について,癌と化学療法, 8(1):
1776-1781,1981.
有可 正,百木克夫,泉 孝英 :SPG の AKRマウス腫療死に対する延命効果および 3-Methylcholanthrene
発癌に対する抑制および治療効果.基礎と臨床,15(5):2482-2489,1981.





大島駿作,木野稔也,大山口握,松井祐佐公 :MIF 及び LIF と遅延型皮膚反応の関連性について.昭和55
年度日米医学協力計画報告書 p･357～389,1981年3月
泉 孝英 :Propionibacterium acnesの Immunomodulation作用について. 昭和54年度厚生省特定疾患肉芽
膜性肺疾患調査研究所研究業績,p.97-102,昭55年 3月.
泉 孝英 :血清 ACE,血清 Lysozyme値測定の鑑別診断学的意義および予後その関連性について.昭和54年
度厚生省特定疾患肉芽膜性肺患調査研究班研究業績,p･192-197,昭和55年 3月.
泉 孝英 :サルコイ ドー シスにおける TBL13の意義に関する協同研究 (まとめ).昭和54年度厚生省特定疾
患肉芽膜性肺疾患調査研究班研究業績,p･207-211,昭和55年 3月.
泉 孝英 :サルコイ ドー シス肺野病変の予後.昭和54年度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究粧研究業績,
p.266-271,昭和55年 3月.
泉 孝英 :SACE の臨床的意義一特に SACE 値と予後およびステロイド剤に対する反応性との関連性一に
関する研究.昭和55年度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班研究業績,p･339-341,昭和56年 3月.
泉 孝英他 :肺 Histiocytosisx全国症例調査報告 (第 1報).昭和56年度厚生省特定疾患肉芽膜性肺疾患調査
研究班研究業績,p･345-349,昭和56年 3月.
泉 孝英,北谷文彦.三上理一郎 :近畿地区における ｢びまん性肺疾患｣に関する調査研究状況.昭和54年度
厚生省特定疾患肺線維症調査研究班研究業績,p.17-19,昭和55年 3月.
泉 孝英 :びまん性肺疾患における血清 ACE,血清 Lysozymeの測定と鑑別診断学的意義.昭和54年度厚生
省特定疾患肺線維症調査研究班研究業績,p.161-162,昭和55年 3月.
泉 孝英,平田健雄 :びまん性間質性肺炎における末梢血 リンパ球の免疫グロブリン産生能および末楯血を循
環する免疫グロブリン分泌 リンパ球の測定とその意義の検討.昭和54年度厚生省特定疾患肺線維症調査研究班研
究業績,p.163-166,昭和55年 3月.






泉 孝英,北市正則,蘇原順一 :開胸肺生検で診断された Intravascularbronchioloalveolartumor(ⅠVBAT)
の1例,第24回肺線維症研究会討議録,p･86-103,肺線維症研究会,昭和56年11月.












山本正彦,泉 孝英他 :サルコイ ドー シスに対するステロイド治療に関する共同研究 (中間報告).昭和54年
度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班研究業績,p･279-281,昭和55年 3月.
北郷 修,泉 孝英他 :サルコイ ドー シス研究協議会製造番号41-Bクベイム抗原によるクベイム反応の成績
(第 2報).昭和54年度厚生省特定疾患肉芽膜性肺疾患調査研究班研究業績,p.252-255,昭和55年 3月.
立花時夫,泉 孝英他 :サルコイ ドー シスにおける TBLB組織像と臨床像,予後,(中間報告),昭和55年度
厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班研究業績,p･239-240,昭和56年 3月.
〔学会,研究会発表〕
大島駿作,本田和徳, 北市正則, 小林 隆, 山田庄太郎, 長谷川栄一 :Myeloperoxidase-1lalide-hydrogen
peroxide システム (MHHS)の Mycobacterium 殺菌作用.第56回日本結核病学会総会 (1981.5.13)
Oshima,S.Chihara,J.,Honda,K･,I2:umi,T･:Brainmetastasisfrom lungcancerascertainedbycom-
puterized tomography17th AsiaPacifcCongresson DiseasesoftheChest･Hong Kong (1981,ll,4)
泉 孝英,藤村直樹,大島駿作 :肺野陰影の消失後びまん性細気管支炎症状を呈したマイコプラズマ感染症の
一例.第22回閉塞性肺疾患研究会 (56.2.1)
泉 孝英,藤村直樹 :サルコイ ドー シスにおける SACE の臨床的意義.第21回日本胸部疾患学会総会 (56.
5.16)
泉 孝英,三上理一郎他 :肺 HistiocytosisXに関する共同研究 (第 1報)我が国における肺 Histiocytosisx
症例数の概要について.第21回日本胸部疾患学会総会 (56･5.16)
泉 孝英,藤村直樹 :サルコイドー シス患者にみられる末栴血 Tγcel増加の臨床的意義について.第 9回日
本臨床免疫学会総会 (56.6.14)
泉 孝英,長井苑子,門 政男,大島駿作 :Thymostimulinの invivoでの IgG 抗体産生増強作用.第 9
回目日本臨床免疫学会総会 (56･6･13)
Izumi,T.,Kikuchi,M,Nitani,M,Yamashita,T"Tsubura,E.:BiologlCalresponsemodifyingactivtyof





泉 孝英,藤村直樹,長井苑子 :肺野型サルコイ ドー シス症例におけるステロイド剤の投与経験･第 1回サル
コイ ドー シス研究会総会 (56.10.7)
泉 孝英,長井苑子,大島駿作 :BroncasmaBernaの adjuvant作用に関する検討･第31回日本アレルギー学
会総会 (56.10.23)
Izumi,T.,Chihara,J.,Fujimura,N,Hirata,T･,Nagai,S,Oshima,S:Diagnosticvalueofcelpopulation
(BAL)insarcoidosis･7th AsiaPacifcCongresson DiseasesoftheChest,Hone Kong(1981･11･3)
昭和57.3 - 19-
泉 孝英,近藤有好他 :肺線維症における気管支肺胞洗液所見の臨床的意義 (協同研究の試み)･第25回肺線
維症研究会 (56.ll.13)
泉 孝英:｢サルコイ ドー シス｣最近の進歩 1.基礎面から.第8回過敏性肺炎研究会 (56.ll.14)
木野稔也 :アレルギー性疾患における原因アレルゲン検案の意義-我が国におけるアレルギー性気管支肺アス
ペルギルス症の原因真菌と気管支嘱息における昆虫アレルゲンについて.第4回京滋晴息懇話会 (56･3.14)
木野稔也 :ワークショップ 昆`虫,ダニによるアレルギー',蝶 ･蛾および トビケラによる吸入性昆虫アレル
ギーについて,第33回日本衛生動物学会大会 (56.4.1)
木野稔也,泉 孝英 :AspergilusOryzae による PIE の1例.第7回過敏性肺炎研究会 (56･5･2)
木野稔也,泉 孝英,大島駿作,中村正義,乾 修然 :塵肺症におけるⅠ型アレルギーの関与について,マン
ガン鉱石,天然砥石,タングステン鉱石採掘従事者にみられた高 IgE 値の解析.第21回日本胸部疾患学会総会
(56.5.16)







平田健雄,藤村直樹,北市正則,泉 孝英 :過敏性肺臓炎における気管支肺胞洗浄液中のリンパ球の Subpo-
pulation について.第21回日本胸部疾患学会総会 (56.5.17)
平田健雄,藤村直樹,泉 孝英 :過敏症肺臓炎における気管支肺胞洗浄液細胞の機能的検討.第 9回日本臨床
免疫学会総会 (56.6.14)
平田健雄,佐々木義行,泉 孝英 :ヒト免疫グロブリン産生機構の研究.Ⅵ.SpA により誘導されるサプレッ
サーT細胞の性状と作用機序の研究.第11回日本免疫学会総会 (56.12.1)
本田和徳,北市正則,泉 孝英,大島駿作,小林 隆,山名隆太郎,長谷川栄一 :Myeloperoxidase-halide-
hydrogenperoxide システム (MHHS)の Mycobacterium 殺菌作用.第46回実験結核研究会総会 (56.5.12)












大島駿作 :びまん性肺疾患における気管支肺胞洗源 (BAL)の診断学的有用性について･第21匝旧 本胸部疾患学
会総会 (56.5.16)
藤村直樹,泉 孝英,満安清孝,北市正則,本田和徳,平田健雄,門 政男,大島駿作 :びまん性細気管支炎
症状-と移行したマイコプラズマ肺炎の1例.第21回日本胸部疾患学会総会 (56.5.16)
藤村直樹,泉 孝英,満安清孝,門 政男,大島駿作 :サルコイ ドー シスにおける気管支肺胞洗浄液細胞の
PWM刺戟による末栴血 リンパ球の免疫グロブリン産生反応におよぼす影響に関する検討.第9回日本臨床免疫
学会総会 (56.6.14)
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藤村直樹,井原順一,竹内 実,泉 孝英 :サルコイ ドー シス症例肺マクロファー ジのT,B末梢血 )ンパ球に
対する抑制作用.第 1回サルコイドー シス研究会総会 (56.10.7)
藤村直樹,泉 孝英,平田健雄,節原順一,大島駿作 :気管支肺胞洗浄細胞 (BAL cel)を用いた肺疾患の免













弗原順一,藤村直樹,本田和徳,泉 孝英,藤堂義郎 :肺サルコイ ドー シスの CT 所見.第1回サルコイド
ーシス研究会総会 (56.10.7)
前原順一,本田和徳,泉 孝英,大島駿作 :CT およびシンチグラフィーによる肺癌病期の検討.第22回日本
肺癌学会総会 (56.10.9)
井原順一,竹内 実,藤村直樹,長井苑子,大島駿作,泉 孝英 :慢性べ)リウム肺症例における BAL リン
パ球および末栴血 リンパ球の性状,mitogen,BeS04に対する反応性に関する比較検討.第31回日本アレルギー
学会総会 (56.10.21)
弗原順一,藤村直樹,北市正則,大島駿作,泉 孝英 :骨病変を伴い BAL所見にて Eosinophilicgranuloma
と鑑別困難であった DIPの1例.第25回肺線維症研究会 (56.ll.13)
布原順一.北市正則,本田和徳,平田健雄,泉 孝英,大島駿作,並河 靖,上田千里,浅本 仁 :Media一
stinaltumorと胸水にて発見された Tllymphoma の1例.第18回日本胸部疾患学会近畿地方会 (56.ll.14)
長井苑子,松森 昭他 :心電図上虚血性心疾患を疑われたが,心筋生検にて L6fner'seosinophilic后broplas-
ticendocarditisを示唆する所見を得た1例.第104回日本内科学会近畿地方会 (56.6.13)
長井苑子,白波瀬 均他 :僻性胸水の1例･27回日本消化器病学会近畿地方会 (56･9･5)
長井苑子,泉 孝英 :肺野型サルコイドー シスに続発して熱発症状を呈した非定型抗酸菌症の1例･第1回サ
ルコイドー シス研究会 (56.10.7)
長井苑子,門 政男,木野稔也,大島駿作,泉 孝英,小原孝信,福間謙助 :肺野型サルコイ ドー シスに続







普天間 健,泉 孝英,山田安民,弗原順一,北市正則,本田和徳, 門 政男,大島駿作,知念艮教 :PSS
発症17年目に肺扇平上皮癌を合併した1例･第106回日本内科学会近畿地方会 (56.12.5)
竹内 実,泉 孝英,長井苑子,大島駿作 :Propionibacterium acnesの免疫抑制処置マウスにおける im-
munomodulation 作用.第31回日本アレルギー学会総会 (56.10.23)
本間日臣,大島駿作他 :肺癌に対する Schizophylan(SPG)の臨床効果- Randomizedcontroledstudyに
昭和57.3 - 21-
する検討.第22回日本肺癌学会総会 (56.10.7)
岩井和郎,北市正則,泉 孝英他 :サルコイドー シスにおける TBLB に関する協同研究,第 2報 TBLB標
本所見の判定基準について.第21回日本胸部疾患学会総会 (56.5.16)
山本正彦,泉 孝英他 :サルコイドー シスに対するコルチコステロイドの治療効果.第21回日本胸部疾患学会
総会 (56.5.16)
北谷文彦,泉 孝英他 :肺線維症のステロイド治療とその予後.第21回日本胸部疾患学会総会 (56.5.17)




















人見滋樹,前里和夫,高橋憲太郎,岡田賢二 鈴木康之,奥田 正,北市正則 :急性悪化をみた血栓症を伴う
間質性肺炎の1剖検例.第18回日本胸部疾患学会第48回日本結核病学会近畿地方会 (56.ll.14)








泉 孝英 :目でみる検査一相関性,ツベルクリン反応と血清 ACE,綜合臨林,30(9):2386-2388,1981.
泉 孝英:(質疑応答)じん肺症とサルコイドー シスの鑑別,内科,48(4):594,1981.
木野稔也 :蝶は害虫か? 国立大学協会会報 (92):72,昭56.
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胸 部 外 科 学 部 門
〔学 会 発 表〕
1. 腹 痛




























金城 明,山中 晃,玉田二郎,瀧 俊彦,伊藤元彦,寺松 孝 :胸腺関連腫痔の臨床病理学的研究,胸部外
科学会,(昭56.9)
カレッド･レシャード,竹内吉喜,北野司久,池 修,藤尾 彰,種田和清 :後縦隔に発生した褐色細胞腫
の1症例,胸部疾患学会総会,(昭56.5)
北野司久,永野 治,池 修,カレッド･レシャード:肺癌に対する Invivo制癌剤感受性テストの臨床的
応用,胸部疾患学会総会,(昭56.5)








カレッド･レシャー ド,竹内吉書,池 修,北野司久,市島国雄,西田 修,島田俊夫,広瀬邦彦,掘健次
郎 :血管内増殖により上大静脈症候群を呈した胸腺腫の1症例,日本胸部外科学会関西地方会,(昭56.6)
カレッド･レシャー ド,竹内苦言,池 修,北野司久 :気管腫痔に対する有茎肋間筋及び肋骨片による気管
再建術の1症例,日本胸部外科学会関西地方会,(昭56.6)
藤尾 彰,斉藤幸人,笠原憲二,香川輝正,北野司久 :MMC による術前気管支動脈内注入の効果一切除癌
細胞の MMC 感受性に関連して一日本胸部外科学会関西地方会,(昭56.6)




池 修,竹内吉喜,藤尾 彰,カレッド･レシャー ド,北野司久 :のう胞を伴なった胸腺脂肪腫の1治験例,
日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.6)
前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹 :胸腺腫の11例,第16回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.6)







藤尾 彰,池 修,竹内吉善,カレッド･レシャード,北野司久,森田吉和 :比較的長期間コントロールし
えた黒色腫の1例,日本肺癌学会関西支部会,(昭56.7)
伊藤元彦,玉田二郎,山中 晃,寺松 孝 :肺良性腫癌の統計的観察,肺癌学会関西支部会,(昭56.7)













鈴木捷之,長谷川徹 :肺癌患者における CEA の再検討,第35回日本肺癌学会関西支部会,(昭56.7)
小鯖 覚,八木一之,宮本好博,桑原正喜,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄,高橋清
之 :肺巨細胞癌の一切除例,(昭56.7)
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SIIkeda;Prostheticreconstructionoftracheaandcarinaformalignanttumors,29th CongressoftheSociete
InternationaledeChirurgie,Montreux(Switzerland), (昭56.9)








北野司久,池 修,竹内青書,カレッド･レシヤー ド,藤尾 彰 肺癌に対する invivo制癌剤感受性の検
討,制癌剤適応研究会,(昭56.10)







高嶋義光,足連敏博,伊藤元彦,翠川 修･｢ヒト縦隔由来 Teratocarcinoma培養細胞株 (HMT cels)に対
する抗体による培養細胞が産生する蛋白質に関する研究｣,第40回日本癌学会総会,(昭56.10)
北野司久,竹内吉喜,池 修,藤尾 彰,カレッド･レシャード,西山陽子,杉山正敏,肺癌に対する In
vivo 制癌剤感受性テス トの研究 (第 2報),第22回肺癌学会総会,(昭56.10)
山中 晃,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :肺腺癌産生蛋白の免疫組織学的検討,第22回日本肺癌学会総会.
青木 稔,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :ベンツピレン投与によるヌー ドマウス移植 ヒト気管支の発癌実験,
第22回日本肺癌学会総会,(昭56.10)




















北野司久,池 修 :転移性肺腫癌に対する制癌剤感受性テストの検討,厚生省姓研究 (近藤班),(昭56･ll)
中村達雄,五十部潤,渡部 智,蔵屋敷隆二,伊藤元彦,寺松 孝 :膿胸後胸膜に発生したと思われる扇平上
皮癌の2例,第48回日本結核病学会,第18回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.ll)
藤尾 彰,竹内吉喜,池 修,カレッド･レシャード,北野司久 :左気管支発生腫癌の2切除例,近畿外科
学会,(昭56.ll)
小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌に対する pleu-
ropneumonectomy,第130回近畿外科学会,(昭56.ll)































渡部 智,中村達雄,清水慶彦,寺松 孝,日野常稔 :抗菌性医用材料としての抗生物質混合-コラーゲン合
成高分子複合体の作製,第19回日本人工臓器学会大会,(昭56.ll)
渡部 智,中村達雄,清水慶彦,寺松 孝 :異種生物由来医用材料へテログラフトを応用した酵素固定化機能
性医用材料,第 3回日本バイオマテリアル学会大会,(昭56.ll)
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清水慶彦,日野常稔 :我々が開発した医用複合材料の現状と問題点,第 3回日本バイオマテリアル学会大会,
特別講演 (昭56.ll)
中村達雄,渡部 智,清水慶彦,寺松 孝,徳重正信,湯元 昇 :代用皮膚材ウシ結合織精製コラーゲン膜の
安全性についての基礎的実験,第3回バイオマテリアル学会大会学術講演,(昭56.ll)




松延政一,清水慶彦,寺松 孝,他 :血液透析による呼吸管理一透析による C02 の除去-,第19回人工臓器
学会総会 (昭56.ll)









岡田賢二,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,平岩卓根,秋山文弥 :心房内粘液腫 3例の外科的検討 :第54回日
本循環器学会東海地方会,(昭56.2)
伊東政敏,住友伸一,中納誠也,井上律子,小林君美 :本院における A･C バイパス手術の経験,第103回岐
阜外科集談会,(昭56.2)














秋山文弥 :胸部疾患の CT 診断,第13回日本胸部外科学会卒後教育セミナー (昭56.9)
島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弥 :異型狭心症の外科治療一成績と Spasm 制
御法の検討-,第34回日本胸部外科学総会 (昭56.9)




































前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹,立花時夫,岡田静雄,上田英之助 :サルコイドー シスの気管支鏡検査 (気
管支 ･肺生検 ･内視鏡所見,気管支,肺胞洗浄),第21回日本胸部疾患総会,(昭56.5)
人見滋樹 :胸部レントゲン診断-総論一,大阪府福島区医師会学術講演会,(昭56.5)
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手術症例,第24回日本胸部外科学会関西地方会,(昭56.6)
金城 明,渡部 智,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :変形強度で非対称的な漏斗胸手術における二三の工夫
- 非翻転胸骨板成形の試み- 第24回,関西胸部外科学会,(昭56.6)
高橋憲太郎,人見滋樹,前里和夫 :肝性胸水の検討,第16回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.6)
玉田二郎,田村康一,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :YAG レーザーによる EndobronchialSurgeryの臨
床経験,第17回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.6)




































渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝 :胸郭変形矯正術についての基礎的ならびに臨床的研究,第34回日
本胸部外科学会総会,(昭56.9)
玉田二郎,田村康一,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :YAG レーザーによる EndobronchialSurgeryの臨床
昭和57.3 - 29-
的研究,第34回日本胸部外科学会,(昭56.9)




小鯖 覚,他 :気管気管支軟化症の病態とその手段手技 (シネ)第43回日本臨床外科医学会総会,(昭56.10)
松原義人,他 :高令者における自然気胸と手術適応,第43回日本臨床外科医学会総会,(昭56.10)
人見滋樹 :無気肺陰影の診断,福島区医師会学術講演会,(昭56.10)




谷口 隆,立石昭三,他 :家族内発生をみた Psittacosis,第18回胸部疾患近畿地方会,(昭56.ll)
立石昭三,他:｢在宅酸素療法における酸素の値段について｣第18回胸部疾患近畿地方会,(昭56.ll)













池 修,竹内吉喜,カレッド･レシャード,藤尾 彰,北野司久 :感染症を合併した一側無気肺に対する
urokinase肺洗浄法の効果,日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.ll)
竹内吉書,池 修,カレッド･レシャード,藤尾 彰,北野司久,岩田猛郎 :最近経験した左肺葉間の気管
支嚢胞の1手術例,日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.ll)
カレッド･レシャード:癌性胸膜炎の基礎と臨床,日中胸部疾患学術交流会,(昭56.ll)






〔誌 上 発 表〕
1. 膿 縞
寺松 孝,清水慶彦,玉田二郎,金城 明,牧本一男 :縦隔甲状腺癌の外科的治療,臨床胸部外科1(1):97,
1981.
人見滋樹,前里和夫,カレッド･レシャード,高橋憲太郎,永田 格,奥田 正,鈴木庸之 :甲状腺癌の肺転
移23例の検討-RI治療後の1切除例および治療法を中心に-,肺癌21(2):151,1981.



















玉田二郎,寺松 孝 :肺癌の化学療法 :臨床と研究58(8),1981.
伊藤元彦,高嶋義光,山中 晃,金城 明,玉田二郎,寺松 孝 :ヌードマウスに継代移植された縦隔奇形腫
群腫場の形態学的検討,日本胸部疾患学会雑誌19(7):487,1981.
清水慶彦,青木 稔,金城 明,玉田二郎,瀧 俊彦,渡部 智,伊藤元彦,寺松 孝,悪性腰湯,とくに進
行性癌に対する気管気管支形成術の意義と各種の試みについて,日本外科学会誌,82(9):982,1981.














マクロファージと NK 細胞,癌と化学療法 8:1794,1981.
和田洋己,松延政一 :癌と免疫療法一溶連菌製剤 OK1432の検討-ⅣOK･432の腺細胞 NK活性増強効果,癌
と化学療法 8:1799,1981.
3. 結 核
山本博昭,寺松 孝 :分担執筆 :肺結核空洞の切開術,現代外科手術学大系8,呼吸器の手術,中山書店 :
267,1981.
昭和57.3 - 31-









清水慶彦,寺松 孝 :呼吸器外科領域における埋植用人工材,臨床外科 YearBook1981-'82:163,1981-
1982.
渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,日野常稔 :卵白リゾチーム固定化による抗菌性医用材料一特に固
定化異種蛋白としての組織内反応について一人工臓器9(6):915,1980.
村地 孝,田畑勝好,渡部 智 :固定化酵素一医用高分子としての新展開,表面19(4):174,1981.
寺松 孝,清水慶彦,渡部 智 :固定化生体触媒の医療-の応用,治療-の応用Ⅲ,福井三郎,千畑一郎,鈴
木周一郎編,酵素工学,東京化学同人,東京,1981:445,1981.
渡部 智,中村達雄,清水慶彦,寺松 孝 :異種生物由来医用材料-テログラフトを応用した酵素固定化機能
性医用材料,第3回日本バイオマテリアル学会大会論文集 :39,1981.




5. 心 ･血 管
永尾正男,泰江弘文,表 信吾,滝沢明憲,秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,坂口正子,小柳津朋子 :本院
CCV に於ける急性心筋硬塞患者の検討,ICV と CCV 3:81,1981･
永尾正男,泰江弘文,表 信吾,滝沢明憲,伊藤忠弘,秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣 :急性心筋硬塞後の心







男 :A･C bypass術後の spasm 制御の試み,胸部外科34:795,1981.
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伊藤元彦,玉田二郎,青木 稔 :気道分泌系の機能と構造-気道の防禦と関連して-,日本胸部疾患学会雑誌
19(12),1981.
























青木 稔,伊藤元彦,寺松 孝,平井圭一 :正常及び実験的に炎症を招来させたラット気管腺におけるペルオ
キシダーゼ活性についての細胞化学的研究,環境科学総合研究所年報8:ll,1980.
寺松 孝,伊藤元彦,加藤弘文,船津武志,瀧 俊彦,山本博昭 :分担執筆 :肺,新手術適応とタイミング,
メジカルビュー社,1981.
人見滋樹,前里和夫,他 1名 :サルコイ ドー シスにおける気管支鏡所見,54年度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾
患調査研究妊研究業績 :234,1980.
人見滋樹,他 3名 :サルコイ ドー シスの肺野病変に関する臨床的検討,54年度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患
調査研究業績 :272,1980.
〔学 術 講 演 会〕
Interstitialfibrosisandpneumonias,London大学病理,HerbertSpencer,昭和56年10月13日
病 理 学 部 門
1. 肉芽 ･癌研究グループ















肺患調査研究軌 昭和56年度第 1回総会講演 (1981.8.15)
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の変化について (第 Ⅰ報),日本基礎老化研究会第 5回大会 (昭56.5)
清水克時,石井正治,細川昌則,樋口京-,入野美香,山室隆夫,竹田俊男:｢老化モデルマウス｣に見 られ
る筋骨格系の変化について (第ロ報)-椎間板のアミロイド沈着-,日本基礎老化研究会第 5回大会 (昭56･5)
松村敦子,樋口嘉一,清水克時,細川晶則,竹田俊男 :｢老化モデルマウス｣に見られるアミロイドの生化学






































笠井隆一,奥村秀雄,山室隆夫,竹田俊男,新納英夫 :微量元素 (銅 ･錫)の骨組織に対する影響,整形外科
基礎科学8 ｢骨 ･軟骨代謝の生理と病態｣321-326,昭和56年.
3. 表面活性物質研究グループ
〔学 会 発 表〕
鈴木康弘,中井栄一,大川軟- :再構成肺表面活性物質の表面活性について 第70回日本病理学会総会 (56年
4月)
鈴木康弘,中井栄一 :肺表面活性物質の再構成法の検討.第12回日本界面医学会 (56年 6月)
鈴木康弘,中井栄一 :肺表面活性物質の表面活性-の蛋白,脂質の関与とその特異性について 第12回日本界
面医学会 (56年 6月)




















なかった｡以上の成績より培養ヒト線維芽細胞に対する DHT の蛋白 ･コラーゲン合成成能克進作用が線維芽

























細 胞 化 学 部 門





相良淳二,永田和宏,市川康夫 :骨髄性白血病細胞 (Ml) アクトミオシンの相互作用,第19回日本生物物理学
会,昭和56年10月,福岡




市川康夫,堀内正宏 :マクロファージと好中球への分化のふり分け,水野 ･武谷 ･石田編,続生体防御の機構
(東大出版)p･53-62,1981.
市川康夫 :Ml と Mml株について,組織培養 7,1-6,1981.
細 菌 血 清 学 部 門








矢野勝書,書納辰夫,高橋千恵,森重福美,桂 義元 :長期培養T細胞による 2,4,6-Trinitrophenyl(でNP)
特異的遅延型過敏症及びヘルパー活性の解析,第11回日本免疫学会総会 (昭56.12月)東京
昭和57.3 - 37-
細野正道,桂 義元 :同一系統,同一個体内での PLN (Popliteallymphnode)肥大反応 :反応誘発細胞と反
応細胞の加齢に伴う変動,第11回日本免疫学会総会 (昭56.12月)東京
喜納辰夫 :T細胞によるポリクローナル Ig 産生の調節,京都免疫シンポジウム (昭56.7.京都)




virustosuppressorinducerT cel.MechanismsofLymphocyte Activation,Ed･by K･Resch and H･
Kirchner,EIsevier/North-Holand BiomedicalPress,Amsterdam,New York,Oxford,p･603-606.(1981)
Kuhara,T･,Hosono,M･andFujiwara,M･･StudiesontheResistancetoToleranceInductionagalnStHuman



































安井浩明,島田一恵,佐川弥之助 :呼吸不全による気管切開の問題点 (第 2報),厚生
調査研究粧昭和55年度総会,1981.2.


































山口 九 佐本昌平,加藤幹夫,佐川弥之助,太田和夫,小野村敏信 :特発性側轡症の肺機能及び変形胸郭に
ついて,第17回日本胸部疾患学会近畿地方会,1981.6.
森 直視,安田隆三郎,李 泰興,他 :大動脈 ･冠動脈バイパス手術症例の検討,第51回日循学会近畿地方会
1981.6.
玉井秀男,安田隆三郎,李 泰興,他 :SLE をともなった大動脈弁閉鎖不全症の1例,同上 1981･6･
李 泰興,安田隆三郎,他 :PTFE graftを用いた extra-anatomi cbypassによる鎖骨下動脈起始部閉塞の2
治験例について,第24回日本胸部外科学会関西地方会,1981.6.





安田隆三郎,李 泰興,他 :ⅠVH 合併症の2治験例,第9回京滋栄養 ･輸液懇談会,1981･7･
森 渥視,安田隆三郎,李 泰興,他 :シンポジウム,開心術の合併症,発言,関心術後急性腎不全とその対
莱,第34回日胸外科学会総会,1981.9.
加藤幹夫 :慢性閉塞性肺疾患の診断と治療,京都府社会保険支払基金学術講演会,1981･9･











薗 潤,安田隆三郎,李 泰興,他 :僧帽弁置換兼三尖弁形成術後に意識障害をきたした1症例について,
同上,1981.ll
























福島 純,宮崎泰弘,桑原哲郎,甲斐隆義 :胸部Ⅹ線写真上興味ある経過を示 した肺胞上皮癌の 1例,第19回
日本肺癌学会九州地方会
宮崎泰弘,福島 純,桑原哲郎,甲斐隆義 :1側胸膜肺全稿を併用 した悪性胸腺腫の1手術症例,同上.
桑原哲郎,宮崎泰弘,福島 純,甲斐隆義 :比較的末櫓に発生し興味ある進展を示した腺様嚢胞癌の1例,同
上.
下田喜美子,藤田正憲,河崎 昭,室本 仁 :多発性硬化症と免疫異常を背景にした若年者の間質性肺線維症
の一例,第106回日本内科学会近畿地方会,1981.12.第 4回京大胸部研肺生理学部門研究会,1981.12.
平井正志 :気道抵抗測定の問題点について,第4回京大胸部研臨床肺生理学部門研究会,1981.12.
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田中蟹子 :中枢気道内に腫膚を形成した甲状腺癌転移の2例,同上,1981.12.
弘野慶次郎,坪井裕志,市谷廼雄 :胸壁のへマンギオペリサイト-マの1例,同上,1981.12.











































渡辺 弘,塚本利之,久野健忘,藤谷哲造,村山ヒサ子 :大気汚染健康影響指標に関する一考察- 加冷的機
能変化を中心にして,大気汚染学会誌,16:215-231,1981.
徐 航育,仁瓶 誠 :Kartagener症候群の症例報告および電子願微鏡による超微細構造の観察, 日本気管食
道科学会会報,第32管第 1号 :42-48,1981.
加藤幹夫,前川暢夫ほか :呼吸器病学く特集 ･臨床医学の展望)日本医事新報2963:10-17,1981.
加藤幹夫 :肺血流のメカニクス,医学のあゆみ,117:523-529,1981.
加藤幹夫 :手術後肺炎一発生機序,感染症,ll,No.2:13-17,1981.
T･KAHI,S･HANAWA:DiagnosticandtherapeuticvalueofthefiberopticbronchoscopICProceduresin
theintensivecareunitandtherecoveryroom,90-93,DevetopmentsSurgeryVol･3,Bronchology-Research,
Diagnostic,andTherapeuticApsects,MartinusNijhoftPublishers/Hague,Boston,London.
HSU Hang-Hsiao,E･Nakai:Theobservationofozoneexposedmousetracheabyfreezefracturemethod,
Bronchology-Research,Diagnostic,andTherapeuticApsects,Martinus,Hague,Boston,London･
